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(57)【要約】
【課題】バックライトユニット及びＬＥＤパッケージ構
造体を提供する。
【解決手段】本発明において、バックライトユニットは
、基板と、基板上に配列される第一の複数の発光素子と
、第二の複数の発光素子とを有する。第一の複数の発光
素子は、隣り合う二列の間隔により第一配置間隔を画定
する。第二の複数の発光素子は、基板上に一列に配列さ
れ、第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち最も近い
列との間隔により第二配置間隔を画定する。また、第一
配置間隔は第二配置間隔より小さいことを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶ディスプレイ用バックライトユニットであって、
基板と、
前記基板上に複数列に配列され、隣り合う列が第一配置間隔を画定する第一の複数の発光
素子と、
前記基板上に一列に配列され、前記列と、前記第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち
最も近い列が第二配置間隔を画定する第二の複数の発光素子と、からなり、
前記第一配置間隔が前記第二配置間隔より小さいことを特徴とするバックライトユニット
。
【請求項２】
前記基板は、第一端、第二端、第三端、及び、第四端を有し、前記第一端は前記第二端に
対向し、前記第三端が前記第四端に対向し、前記第一端と前記第三端は連接していること
を特徴とする請求項１に記載のバックライトユニット。
【請求項３】
前記第二の複数の発光素子からなる列が、前記第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち
最も近い列と、前記第一端との間に設置されていることを特徴とする請求項２に記載のバ
ックライトユニット。
【請求項４】
前記基板上に一列に配列される第三の複数の発光素子を有し、前記第三の複数の発光素子
からなる列が、前記第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち最も近い列と、前記第二端
との間に設置されていることを特徴とする請求項３に記載のバックライトユニット。
【請求項５】
前記第三の複数の発光素子からなる列と、前記第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち
最も近い列が、第三配置間隔を画定し、前記第一配置間隔が前記第三配置間隔より小さい
ことを特徴とする請求項４に記載のバックライトユニット。
【請求項６】
前記第三配置間隔が、前記第一配置間隔の３倍より小さいことを特徴とする請求項５に記
載のバックライトユニット。
【請求項７】
前記第二の複数の発光素子からなる列と前記第一端が第一距離を画定し、前記第三の複数
の発光素子からなる列と前記第二端が第二距離を画定し、前記第一距離が前記第二配置間
隔より小さく、前記第二距離が前記第三配置間隔より小さいことを特徴とする請求項４に
記載のバックライトユニット。
【請求項８】
前記基板上に第一行及び第二行に配列される第四の複数の発光素子を有し、前記第一行は
、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行と前記第三端との間に設置さ
れ、前記第二行は、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行と前記第四
端との間に設置されることを特徴とする請求項５に記載のバックライトユニット。
【請求項９】
前記第一行と、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行が第四配置間隔
を画定し、前記第二行と、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行が第
五配置間隔を画定し、前記第一配置間隔は前記第四配置間隔より小さく、前記第一配置間
隔が前記第五配置間隔より小さいことを特徴とする請求項８に記載のバックライトユニッ
ト。
【請求項１０】
前記第四配置間隔が前記第一配置間隔の３倍より小さく、前記第五配置間隔が前記第一配
置間隔の３倍より小さいことを特徴とする請求項９に記載のバックライトユニット。
【請求項１１】
前記第一行と前記第三端が第三距離を画定し、前記第二行と前記第四端が第四距離を画定
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し、前記第三距離が前記第四配置間隔より小さく、前記第四距離が前記第五配置間隔より
小さいことを特徴とする請求項９に記載のバックライトユニット。
【請求項１２】
前記第一の複数の発光素子、第二の複数の発光素子、第三の複数の発光素子、及び第四の
複数の発光素子の各発光素子が、少なくとも３個の発光ダイオードチップを有することを
特徴とする請求項８に記載のバックライトユニット。
【請求項１３】
前記少なくとも３個の発光ダイオードチップが、赤色光を出射可能な少なくとも１個の第
一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能な少なくとも１個の第二発光ダイオードチ
ップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の第三発光ダイオードチップとからなること
を特徴とする請求項１２に記載のバックライトユニット。
【請求項１４】
前記少なくとも３個の発光ダイオードチップは、白色光を出射可能な発光ダイオードチッ
プを含むことを特徴とする請求項８に記載のバックライトユニット。
【請求項１５】
液晶ディスプレイ用バックライトユニットであって、
第一領域と第二領域とからなる基板と、
前記基板の第一領域に複数列に配列され、隣り合う列が第一配置間隔を画定する第一の複
数の発光素子と、
前記基板の第二領域に設置され、前記第一領域と前記第二領域との間の少なくとも一部が
第二配置間隔を画定する第二の複数の発光素子と、
からなり、
前記第二配置間隔が第一配置間隔より大きいことを特徴とするバックライトユニット。
【請求項１６】
前記第二配置間隔が前記第一配置間隔の３倍より小さいことを特徴とする請求項１又は請
求項１５に記載のバックライトユニット。
【請求項１７】
前記第二の複数の発光素子が、前記基板の一端と平行に、かつ、前記一端との間に前記第
二配置間隔より小さい距離を隔てて、少なくとも一列に配列されることを特徴とする請求
項１５に記載のバックライトユニット。
【請求項１８】
前記距離が１ミリ以下であることを特徴とする請求項１７に記載のバックライトユニット
。
【請求項１９】
前記第一の複数の発光素子及び前記第二の複数の発光素子の各発光素子が、少なくとも３
個の発光ダイオードチップを有することを特徴とする請求項１５に記載のバックライトユ
ニット。
【請求項２０】
前記少なくとも３個の発光ダイオードチップが、赤色光を出射可能な少なくとも１個の第
一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能な少なくとも１個の第二発光ダイオードチ
ップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の第三発光ダイオードチップとからなること
を特徴とする請求項１９に記載のバックライトユニット。
【請求項２１】
前記第一の複数の発光素子及び前記第二の複数の発光素子の各発光素子が、白色光を出射
可能な発光ダイオードチップであることを特徴とする請求項１５に記載のバックライトユ
ニット。
【請求項２２】
液晶ディスプレイ用の発光ダイオードパッケージ構造体であって、
基板と、
前記基板上に複数行に配列され、隣り合う行間が第一配置間隔を画定する第一の複数の発
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光素子と、
前記基板上に一行に配列され、前記行と、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち
最も近い行が、前記第一配置間隔より大きい第二配置間隔を画定する第二の複数の発光素
子と、
前記基板の周縁に形成される側壁と、
前記側壁により支承され、前記第一の複数の発光素子、及び前記第二の複数の発光素子に
対向する光学膜と、
からなることを特徴とする発光ダイオードパッケージ構造体。
【請求項２３】
前記第一配置間隔が前記第二配置間隔より小さく、前記第二配置間隔が前記第一配置間隔
の３倍より小さいことを特徴とする請求項２２に記載の発光ダイオードパッケージ構造体
。
【請求項２４】
前記第二の複数の発光素子からなる行は、前記基板の一端に隣接し、前記基板の一端との
間に前記第二配置間隔より小さい距離を画定するように設置されることを特徴とする請求
項２２に記載の発光ダイオードパッケージ構造体。
【請求項２５】
前記距離が１ミリ以下であることを特徴とする請求項２４に記載の発光ダイオードパッケ
ージ構造体。
【請求項２６】
前記第二の複数の発光素子からなる行が、前記第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち
最も近い行と、前記側壁との間に設置されていることを特徴とする請求項２２に記載の発
光ダイオードパッケージ構造体。
【請求項２７】
前記側壁が白色シートを含むことを特徴とする請求項２２に記載の発光ダイオードパッケ
ージ構造体。
【請求項２８】
前記第一の複数の発光素子及び前記第二の複数の発光素子の各発光素子が、少なくとも３
個の発光ダイオードチップを有し、前記少なくとも３個の発光ダイオードチップが、赤色
光を出射可能な少なくとも１個の第一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能な少な
くとも１個の第二発光ダイオードチップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の第三発
光ダイオードチップとからなることを特徴とする請求項２２に記載の発光ダイオードパッ
ケージ構造体。
【請求項２９】
前記第一の複数の発光素子及び前記第二の複数の発光素子の各発光素子が白色光を出射可
能な発光ダイオードチップを含むことを特徴とする請求項２２に記載の発光ダイオードパ
ッケージ構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ装置に用いられるバックライトユニットに関し、特に、ディス
プレイ装置の使用に適し、偏よった配置間隔の発光ダイオード（ＬＥＤ）を備えるＬＥＤ
バックライトユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、画像表示能力に優れ、消耗電力が少ないという長所を
有し、小型電子機器のディスプレイ装置に使用されている。しかし、液晶自身は光源を出
射せず、液晶は光源を用いて照射されて、明るく、明瞭に文字や画像を表示するものであ
る。そして、通常、バックライトユニット（以下適宜「バックライト装置」という。）が
、光源として使用されている。
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【０００３】
　一般に、バックライト装置は複数の発光ダイオードからなり、マトリクス（碁盤）状に
配列される。図７は、公知のＬＥＤバックライト装置７００を示す図であり、複数の発光
ダイオード７１０は、行方向７７０と列方向７７２に沿って配列され、隣り合う二列の間
隔は、略均等な配置間隔Ｐrowを画定し、隣り合う二行の間隔は、略均等な配置間隔Ｐcol

を画定する。
【０００４】
【特許文献１】台湾特許５９３９２３号明細書
【特許文献２】台湾特許４７７１２３号明細書
【特許文献３】特開２００１－３５６７２０号公報
【特許文献４】米国特許６９２３５４８号明細書
【特許文献５】台湾特許２４８５３８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、液晶ディスプレイ用バックライトユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態で、バックライトユニットは基板を有し、基板は、第一端、第二端
、第三端、及び第四端を有する。第一端は第二端に対向し、第三端は第四端に対向し、か
つ第一端は第三端に連接される。バックライトユニットは、さらに、基板上に設置される
第一の複数の発光素子と、第二の複数の発光素子とを有する。第一の複数の発光素子は、
基板上に複数列に配列され、隣り合う列が第一配置間隔を画定する。第二の複数の発光素
子は、基板上に一列に配列され、その列と、第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち最
も近い列が、第二配置間隔を画定する。第二配置間隔は、第一配置間隔より大きい。さら
に、第二の複数の発光素子からなる列は、第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち最も
近い列と、第一端との間に設置される。
【０００７】
　バックライトユニットは、さらに、基板上に一列に配列される第三の複数の発光素子を
有する。第三の複数の発光素子からなる列は、第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち
最も近い列と、第二端との間に配置される。第三の複数の発光素子からなる列と、第一の
複数の発光素子の隣り合う列のうち最も近い列は、第三配置間隔を画定する。第一配置間
隔は、第三配置間隔より小さい。第二の複数の発光素子からなる列と第一端との間隔によ
り第一距離が画定し、第三の複数の発光素子からなる列と第二端との間隔により第二距離
が画定する。本実施例において、第一距離は第二配置間隔より小さく、第二距離は第三配
置間隔より小さい。
【０００８】
　バックライトユニットは、さらに、基板上で第一行と第二行に配列される第四の複数の
発光素子を有する。第一行は、第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行と、
第三端との間に設置される。第二行は、第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近
い行と、第四端との間に設置される。第一行と、第一の複数の発光素子の隣り合う行のう
ち最も近い行は、第四配置間隔を画定し、第二行と、第一の複数の発光素子の隣り合う行
のうち最も近い行は、第五配置間隔を画定する。第一配置間隔は第四配置間隔より小さく
、第一配置間隔は第五配置間隔より小さい。第四配置間隔は第一配置間隔の３倍より小さ
く、第五配置間隔は第一配置間隔の３倍より小さい。第一行と第三端は、第三距離を画定
し、第二行と第四端は、第四距離を画定する。第三距離は第四配置間隔より小さく、第四
距離は第五配置間隔より小さい。
【０００９】
　本実施形態で、第一の複数の発光素子、第二の複数の発光素子、第三の複数の発光素子
、及び、第四の複数の発光素子の各発光素子は、少なくとも３個の発光ダイオードチップ
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を有する。少なくとも３個の発光ダイオードチップは、赤色光を出射可能な少なくとも１
個の第一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能な少なくとも１個の第二発光ダイオ
ードチップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の第三発光ダイオードチップとからな
る。もう一つの本実施形態で、第一の複数の発光素子、第二の複数の発光素子、第三の複
数の発光素子、及び第四の複数の発光素子の各発光素子は、白色光を出射可能な発光ダイ
オードチップからなる。
【００１０】
　また、本発明は液晶ディスプレイに用いるバックライトユニットに関する。本実施形態
で、バックライトユニットは、基板と、第一の複数の発光素子と、第二の複数の発光素子
とを有し、基板は第一領域及び第二領域を有する。第一の複数の発光素子は、基板の第一
領域に複数列に配列され、隣り合う列が第一配置間隔を画定する。第二の複数の発光素子
は、基板の第二領域に設置される。第一領域と第二領域との間の少なくとも一部が第二配
置間隔を画定する。第二配置間隔は第一配置間隔より大きい。第二の複数の発光素子は、
基板の一端と平行に、かつ、その一端との間に第二配置間隔より小さい一定距離を隔てる
よう、少なくとも一列に配列される。一定距離は、１ミリ以下である。
【００１１】
　本実施形態で、第一の複数の発光素子及び第二の複数の発光素子の各発光素子は、少な
くとも３個の発光ダイオードチップを有する。少なくとも３個の発光ダイオードチップは
、赤色光を出射可能な少なくとも１個の第一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能
な少なくとも１個の第二発光ダイオードチップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の
第三発光ダイオードチップを有する。もう一つの本実施形態で、第一の複数の発光素子及
び第二の複数の発光素子の各発光素子は、白色光を出射可能な発光ダイオードを有する。
【００１２】
　また、本発明は液晶ディスプレイに用いる発光ダイオード（ＬＥＤ）パッケージ構造体
に関する。本実施形態で、発光ダイオードパッケージ構造体は、基板と、第一の複数の発
光素子と、第二の複数の発光素子と、側壁と、光学膜とを有する。第一の複数の発光素子
は、基板上に複数行に配列され、隣り合う二行が第一配置間隔を画定する。第二の複数の
発光素子は、基板上に一行に配列され、その行と、第一の複数の発光素子の隣り合う行の
うち最も近い行が、第二配置間隔を画定する。第一配置間隔は、第二配置間隔より小さい
。側壁は、基板の辺縁に形成される。光学膜は、側壁により支承され、第一の複数の発光
素子及び第二の複数の発光素子と対向するように設置される。
【００１３】
　本実施形態で、第二の複数の発光素子からなる行は、基板の一端に隣接して設置され、
その行と一端との距離は、第二配置間隔より小さく、かつ１ミリ以下である。第二の複数
の発光素子からなる行は、第一の複数の発光素子の隣り合う行のうち最も近い行と側壁と
の間に設置され、側壁は白色シート（薄板）を有する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、バックライトユニット中の発光ダイオードの数量を減少させた場合に
も、均一な光出射を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明では、好適実施例を以下で開示するが、これらは決して本発明に限定するもので
はなく、当業者であれば、本発明の精神と領域を脱しない範囲内で各種の変更、改良を加
えることができる。本発明の様々な実施例が詳述され、図中の相符号は相素子に対応し、
明細書及び請求項中に記載される“一つの”、若しくは、“この”は、上下文中にはっき
りと複数でないと記載されていない限り、複数の意味を含み、また、“の中”の意味は、
上下文にはっきりと示されていない限り、“の中”、又は“の上”のことを意味する。
【００１６】
　本発明の具体的な実施例の説明は、図１～６に対応し、本発明の目的と一致すると共に
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、具体化と広範の描写であり、本発明の液晶ディスプレイに用いるバックライトユニット
に関する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施例によるバックライトユニット１００の部分図である。バックラ
イトユニット１００は、基板１１０と、第一の複数の発光素子１２０と、第二の複数の発
光素子１３０とを備え、第一の複数の発光素子１２０及び第二の複数の発光素子１３０は
、基板１１０上に設置される。基板１１０は矩形で、第一端１１２と、第二端１１４と、
第三端１１６と、第四端１１８とを有する。第一端１１２と第二端１１４とは略平行で、
第三端１１６と第四端１１８とは略平行であり、第一端１１２と第三端１１６とは互いに
垂直である。基板は、その他の幾何学形状であってもよい。
【００１８】
　基板１１０上に設置された第一の複数の発光素子１２０は、列｛Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，
３，…，Ｎに配列され、Ｎは１より大きい整数であり、隣り合う二列は、略均等な配置間
隔Ｐ1を画定する。尚、隣り合う列の配置間隔は、任意の隣り合う二列（若しくは、行）
の各中心軸間の距離により画定する。
【００１９】
　基板１１０上に設置された第二の複数の発光素子１３０は、一列１３２に配列され、そ
の列１３２と、第一の複数の発光素子１２０の隣り合う列のうち最も近い列１２２が、第
二配置間隔Ｐ2を画定する。第二の複数の発光素子１３０からなる列１３２は、第一の複
数の発光素子１２０の隣り合う列のうち最も近い列１２２と、第一端１１２との間に設置
される。第二の複数の発光素子１３０からなる列１３２と、第一端１１２とは略平行であ
る。Ｐ1とＰ2は、関係式Ｐ1＜Ｐ2＜３Ｐ1を満たす。さらに好ましくは、関係式Ｐ1＜Ｐ2

≦２Ｐ1を満たす。
【００２０】
　第一の複数の発光素子１２０と第二の複数の発光素子１３０の各発光素子は、１個以上
、若しくは少なくとも３個の、発光ダイオードチップを有し、各発光ダイオードチップは
発光する。本実施形態で、ＬＥＤチップは白色光を出射することができる。もう一つの本
実施形態で、少なくとも３個の発光ダイオードチップは、赤色光を出射可能な少なくとも
１個の第一発光ダイオードチップと、青色光を出射可能な少なくとも１個の第二発光ダイ
オードチップと、緑色光を出射可能な少なくとも１個の第三発光ダイオードチップとから
なる。第一の複数の発光素子１２０と第二の複数の発光素子１３０の各発光素子は、白色
光を出射することができる。代替の本実施形態で、少なくとも３個の発光ダイオードチッ
プは、赤、青、緑、茶、黄、ピンク、紫、藍（indigo）、赤みがかったオレンジ（reddis
h orange）、オレンジ、シアンブルー（cyan）、サーモンピンク、藤色（mauve）、及び
白からなる群から選ばれた単一色の光を出射可能な発光ダイオードチップを少なくとも一
つ含む。第一の複数の発光素子１２０と、第二の複数の発光素子１３０は、相互に同一又
は異なる。
【００２１】
　この他、バックライトユニット１００は、第一端１１２、第二端１１４、第三端１１６
、及び、第四端１１８上に、側壁１５０を設置する。側壁１５０は、第一の複数の発光ダ
イオード１２０及び第二の複数の発光ダイオード１３０から出射された光を拡散反射でき
る材料からなる白色シートを有する。このため、公知のバックライトユニットと比較して
、発光ダイオードの数量を減らしても、バックライトユニット１００の光の均一性を確保
できる。例えば、本発明のバックライトユニット１００と、バックライトユニットの大き
さが等しい、図７に示される公知のバックライトユニット７００とを比較すると、本発明
のバックライトユニット１００は、発光ダイオードを少なくできる。
【００２２】
　図２は、本発明のもう一つの実施例によるバックライトユニット２００の部分図である
。バックライトユニット２００は、基板２１０上に設置される第一の複数の発光素子２２
０と、第二の複数の発光素子２３２ａと、第三の複数の発光素子２３２ｂとを有する。基
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板２１０は矩形に形成され、第一端２１２、第二端２１４、第三端２１６、及び第四端２
１８を有する。第一端２１２は第二端２１４と略平行で、第三端２１６は第四端２１８と
略平行であり、かつ第一端２１２は第三端２１６と互いに略垂直である。
【００２３】
　第一の複数の発光素子２２０は、列｛Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｎに配列され、Ｎ
は１より大きい整数であり、隣り合う任意の二列は、略均等な配置間隔Ｐ1を画定する。
【００２４】
　第二の複数の発光素子２３２ａは、第一の複数の発光素子２２０の隣り合う列のうち最
も近い列２２２ａと、第一端２１２との間に設置され、第三の複数の発光素子２３２ｂは
、第一の複数の発光素子２２０の隣り合う列のうち最も近い列２２２ｂと、第二端２１４
との間に設置される。第二の複数の発光素子２３２ａと、第一の複数の発光素子２２０の
隣り合う列のうち最も近い列２２２ａは、配置間隔Ｐ2aを画定し、第三の複数の発光素子
２３２ｂと、第一の複数の発光素子２２０の隣り合う列のうち最も近い列２２２ｂが、配
置間隔Ｐ2bを画定する。Ｐ2aは、Ｐ1＜Ｐ2a＜３Ｐ1の関係式を満たし、かつＰ2bは、Ｐ1

＜Ｐ2b＜３Ｐ1の関係式を満たす。配置間隔Ｐ2aは、Ｐ2bと相互に同一でも非同一でもよ
い。第二の複数の発光素子２３２ａは、第一端２１２と距離ｄ1aを画定し、第三の複数の
発光素子２３２ｂは、第二端２１４と距離ｄ1bを画定する。ｄ1aは関係式ｄ1a＜Ｐ2aを満
たし、かつｄ1bは関係式ｄ1b＜Ｐ2bを満たし、ｄ1aはｄ1bと相互に同一か非同一である。
本実施形態で、ｄ1aとｄ1bは、それぞれ１ミリ以下である。
【００２５】
　この他、バックライトユニット２００は、第一端２１２、第二端２１４、第三端２１６
、及び、第四端２１８上に設置された側壁２５０を有し、側壁２５０は、第一の複数の発
光素子２２０、第二の複数の発光素子２３２ａ及び第三の複数の発光素子２３２ｂから出
射された光を拡散反射できる白色シートを有し、これにより、バックライトユニット２０
０の光を均一に分散できる。
【００２６】
　図３は、本発明の代替実施例によるバックライトユニット３００を示す図である。バッ
クライトユニット３００は、基板３１０上に、第一の複数の発光素子３２０と、第二の複
数の発光素子３３２ａと、第三の複数の発光素子３３２ｂと、第四の複数の発光素子とを
有し、第四の複数の発光素子は、第一行３３２ｃと、第二行３３２ｄとを有する。基板３
１０は、矩形に形成され、第一端３１２と、第二端３１４と、第三端３１６と、第四端３
１８とを有する。第一端３１２と第二端３１４とは略平行で、第三端３１６と第四端３１
８とは略平行で、かつ第一端３１２と第三端３１６は略垂直であり、基板はその他の幾何
学形状でもよい。
【００２７】
　第一の複数の発光素子３２０は、列｛Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｎに配列され、Ｎ
は１より大きい整数であり、隣り合う任意の二列は、略均等な配置間隔Ｐ１を画定する。
【００２８】
　第二の複数の発光素子３３２ａは、第一の複数の発光素子３２０の隣り合う列のうち最
も近い列３２２ａと第一端３１２との間に設置され、第三の複数の発光素子３３２ｂは、
第一の複数の発光素子３２０の隣り合う列のうち最も近い列３２２ｂと第二端３１４との
間に設置される。第一行３３２ｃは、第一の複数の発光素子３２０の隣り合う行のうち最
も近い行３２２ｃと基板３１０の第三端３１６との間に設置され、第二行３３２ｄは、第
一の複数の発光素子３２０の隣り合う行のうち最も近い行３２２ｄと第四端３１８との間
に設置される。
【００２９】
　第二の複数の発光素子からなる列３３２ａと、第一の複数の発光素子３２０の隣り合う
列のうち最も近い列３２２ａは配置間隔Ｐ２a´を画定し、第三の複数の発光素子の列３
３２ｂと、第一の複数の発光素子３２０の隣り合う列のうち最も近い列３２２ｂは配置間
隔Ｐ2b´を画定する。Ｐ2a´はＰ1＜Ｐ2a´＜３Ｐ１の関係式を満たし、かつＰ2b´はＰ1
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＜Ｐ2b´＜３Ｐ1の関係式を満たし、配置間隔Ｐ2a´はＰ2b´と相互に同一か非同一であ
る。第二の複数の発光素子の列３３２ａと第一端３１２は距離ｄ1a´を画定し、第三の複
数の発光素子の列３３２ｂと第二端３１４は距離ｄ1b´を画定し、ｄ1a´は関係式ｄ1a´
＜Ｐ2a´を満たし、ｄ1b´は関係式ｄ1b´＜Ｐ2b´を満たし、ｄ1a´はｄ1b´と相互に同
一又は非同一である。
【００３０】
　第一行３３２ｃと、第一の複数の発光素子３２０の隣り合う行のうち最も近い行３２２
ｃは、配置間隔Ｐ２ｃ´を画定し、第二行３３２ｄと、第一の複数の発光素子３２０の隣
り合う行のうち最も近い行３２２ｄは、配置間隔Ｐ2d´を画定し、Ｐ2c´はＰ1＜Ｐ2c´
＜３Ｐ1の関係式を満たし、Ｐ2d´はＰ1＜Ｐ2d´＜３Ｐ1の関係式を満たし、Ｐ2c´は、
Ｐ2d´と相互に同一又は非同一である。第一行３３２ｃと第三端３１６は距離ｄ1c´を画
定し、第二行３３２ｄと第四端３１８は距離ｄ1d´を画定し、ｄ1c´は関係式ｄ1c´＜Ｐ

2c´を満たし、ｄ1d´は関係式ｄ1d´＜Ｐ2d´を満たし、ｄ1c´は、ｄ1d´と相互に同一
又は非同一である。
【００３１】
　この他、バックライトユニット３００は、第一端３１２、第二端３１４、第三端３１６
、及び、第四端３１８上に設置された側壁３５０を有する。側壁３５０は、第一の複数の
発光素子３２０、第二の複数の発光素子３３２ａ、第三の複数の発光素子３３２ｂ、及び
第四の複数の発光素子３３２ｃ、３３２ｄから出射される光を拡散反射できる材料からな
る白色シートであって、バックライトユニット３００の光の均一性を確保することができ
る。
【００３２】
　図４は、本発明の実施例による発光ダイオード（ＬＥＤ）パッケージ構造体４００を示
す図である。発光ダイオードパッケージ構造体４００は、液晶ディスプレイに用いられる
。発光ダイオードパッケージ構造体４００は、基板４１０上の第一の複数の発光素子４２
０と、第二の複数の発光素子４３０と、基板４１０の端部上に形成される側壁４５０と、
側壁４５０によって支承される光学膜４６０とからなる。光学膜４６０は、第一の複数の
発光素子４２０及び第二の複数の発光素子４３０に、対向するように設置されている。
【００３３】
　側壁４５０は、基板４１０上の第一の複数の発光素子４２０及び第二の複数の発光素子
４３０から出射される光を拡散反射できる材料からなる白色シートであり、基板４１０上
に設置される第一の複数の発光素子４２０は、列｛Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｎに配
列され、Ｎは１より大きい整数であり、隣り合う任意の二列は、略均等な配置間隔Ｐ41を
画定する。
【００３４】
　第二の複数の発光素子４３０は、基板４１０上に一行４３２に配列され、第二の複数の
発光素子４３０からなる行４３２と、第一の複数の発光素子４２０の隣り合う行のうち最
も近い行４２２は、配置間隔Ｐ42を画定する。Ｐ42とＰ41は、関係式Ｐ41＜Ｐ42＜３Ｐ41

を満たし、さらに、関係式Ｐ41＜Ｐ42≦２Ｐ41を満たすことが好ましい。
【００３５】
　第二の複数の発光素子４３０からなる行４３２は、第一の複数の発光素子４２０の隣り
合う行のうち最も近い行４２２と基板４１０の一端４１２との間に、基板４１０の一端４
１２と略平行となるように設置される。行４３２と基板４１０の一端４１２とは距離ｄ４

を画定し、ｄ4は関係式ｄ4＜Ｐ42を満たし、さらに、ｄ4＜１ｍｍを満たす。
【００３６】
　図５は、もう一つの実施例によるバックライトユニット５００を示す図であり、バック
ライトユニット５００は、第一領域５１１及び第二領域５１３を有する基板５１０と、第
一領域５１１に設置される第一の複数の発光素子（図示しない）と、第二領域５１３に設
置される第二の複数の発光素子（図示しない）とを有する。第一の複数の発光素子は、｛
Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｎ、に配列され、Ｎは１より大きい整数であり、隣り合う
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任意の列は、略均等な配置間隔Ｐ51を画定する。第一領域５１１と第二領域５１３とは、
少なくとも一部が距離Ｐ５２により隔てられ、Ｐ51とＰ52は関係式Ｐ51＜Ｐ52＜３Ｐ51を
満たす。また、Ｐ51とＰ52は、関係式Ｐ51＜Ｐ52≦２Ｐ51を満たすことが好ましい。
【００３７】
　基板５１０には、第一端５１２、第二端５１４、第三端５１６、及び、第四端５１８が
形成され、第一端５１２と第二端５１４とは略平行で、第三端５１６と第四端５１８とは
略平行で、かつ第一端５１２と第三端５１６とは略垂直である。
【００３８】
　第二の複数の発光素子は、基板５１０の第二領域５１３に設置されると共に、少なくと
も一列に配列され、第一端５１２、第二端５１４のいずれかに略平行である。図５に示さ
れる例では、第二の複数の発光素子のうち少なくとも一列は、第二端５１４に略平行であ
り、第二端との間隔により距離ｄ5を画定し、ｄ5は関係式ｄ5＜Ｐ52を満たす。
【００３９】
　図６は、本発明の実施例によるバックライトユニット６００の画像である。原理は、図
１の実施例に相似する。図６Ａに示されるように、第一の複数の発光素子６２０は、基板
６１０上に設置され、行｛Ｃｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｍに配列し、Ｍは１より大きい
整数であり、隣り合う任意の行は、略均等な配置間隔Ｐ61を画定する。基板６１０上に設
置された第二の複数の発光素子６３０は、行Ｃ１に配列される。また、第二の複数の発光
素子６３０の行Ｃ１と、第一の複数の発光素子６２０の隣り合う行のうち最も近い行Ｃ２
は、配置間隔Ｐ62を画定する。本実施形態で、Ｐ62＝２Ｐ61である。図６Ｂは、操作中の
バックライトユニット６１０である。図７に示す公知のバックライトユニット７００と比
較して、バックライトユニット６００中の発光ダイオードの数量を減少させた場合にも、
均一な光出射を得ることができる。
【００４０】
　また、本発明は、液晶ディスプレイにバックライトユニット１００を装着する方法を提
供する。本実施形態は、以下の工程からなる方法である。基板を提供し、第一の複数の発
光素子を、基板上に、列｛Ｒｉ｝，ｉ＝１，２，３，…，Ｎで、Ｎが１の整数より大きく
なるように配列し、隣り合う任意の列は、略均等な配置間隔Ｐ１を画定する。続いて、基
板上に、第二の複数の発光素子を少なくとも一列に配列する。第二の複数の発光素子から
なる列と、第一の複数の発光素子の隣り合う列のうち最も近い列は、第二配置間隔Ｐ2を
画定し、Ｐ1とＰ2は関係式Ｐ1＜Ｐ2＜３Ｐ1を満たす。また、Ｐ1とＰ2は関係式Ｐ1＜Ｐ2

≦２Ｐ1を満たすことが好ましい。第二の複数の発光素子のうち少なくとも一列は、第一
の複数の発光素子の隣り合う列のうち最も近い列と、基板の一端との間に設置され、その
一列と基板の一端とは略平行である。
【００４１】
　本発明は、その他に、以下に示すような偏移したＬＥＤ配置間隔を有するＬＥＤバック
ライトユニットを開示する。バックライトユニットの第一領域、若しくは、中央領域上の
発光ダイオードは、隣り合う任意の列が略均一な配置間隔Ｐ1を画定するように配列され
、同時に、発光ダイオードは、バックライトユニットの第二領域、若しくは、辺縁領域に
少なくとも一列に配列され、辺縁領域の発光ダイオードの列と、中央領域の隣り合う列の
うち最も近い列は第二配置間隔Ｐ2を画定し、Ｐ1とＰ2は関係式Ｐ1＜Ｐ2＜３Ｐ1を満たす
。
【００４２】
　本発明では好適実施例を前述の通り開示したが、これらは本発明を限定するものではな
く、当業者により本発明の精神と領域を脱しない範囲内で各種の変更等をすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の実施例によるＬＥＤバックライトユニットを示す図である。
【図２】本発明のもう一つの実施例によるＬＥＤバックライトユニットを示す図である。
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【図３】本発明の代替実施例によるＬＥＤバックライトユニットを示す図である。
【図４】本発明の実施例によるＬＥＤパッケージ構造体を示す図である。
【図５】本発明の実施例によるＬＥＤバックライトユニットを示す図である。
【図６Ａ】本発明の実施例によるＬＥＤバックライトユニットの複数のＬＥＤを配列した
画像（被覆膜を含まない）を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の実施例によるＬＥＤバックライトユニットの複数の発光ダイオードを
配列した画像（被覆膜を含む）を示す図である。
【図７】公知のＬＥＤバックライトユニットを示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
１００、２００、３００、５００、６００　バックライトユニット
１１０、２１０、３１０、４１０、５１０、６１０　基板
１１２、２１２、３１２、４１２、５１２　第一端
１１４、２１４、３１４、５１４　第二端
１１６、２１６、３１６、５１６　第三端
１１８、２１８、３１８、５１８　第四端
１２０、２２０、３２０、４２０、６２０　第一の複数の発光素子
１２２、２２２ａ、２２２ｂ、３２２ａ、３２２ｂ　隣り合う列のうち最も近い列
１３０、２３２ａ、３３２ａ、４３０　第二の複数の発光素子
１５０、２５０、３５０、４５０　側壁
Ｐ1　第一配置間隔
Ｐ2　第二配置間隔
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、１３２　列
２３２ｂ、３３２ｂ　第三の複数の発光素子
Ｐ2a、Ｐ2b、Ｐ2a´、Ｐ2b´、Ｐ2c´、Ｐ2d´、Ｐ41、Ｐ42、Ｐ51、Ｐ52、Ｐ61、Ｐ62、
Ｐrow、Ｐcol　配置間隔
ｄ1a、ｄ1b、ｄ1a´、ｄ1b´、ｄ1c´、ｄ4、ｄ1d´、ｄ5　距離
３２２ｃ、３２２ｄ、４２２、Ｃ２　隣り合う行のうち最も近い行
３３２ｃ　第四の複数の発光素子の第一行
３３２ｄ　第四の複数の発光素子の第二行
４００　発光ダイオードパッケージ構造体
４３２、Ｃ１　行
４５２　白色シート
４６０　光学膜
５１１　第一領域
５１３　第二領域
７００　公知のバックライトユニッ 
７１０　発光ダイオード
７７０　行方向
７７２　列方向
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